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はじめに
　
　グローバル化が加速する中で、異なる文化との
接触や交流は日常化するとともに、地球規模の相
互依存は進行し、異なる人々と協働して問題解決
を図っていくことに迫られている。とくに日本で
は、人口減少社会が到来し、外国人の受け入れを
拡大する出入国管理法が改正された。労働力不足
を背景に、単純労働への門戸を外国人にも開くも
ので、実質的に日本における移民時代の到来を意
味するものといえる。今回の政策転換は日本にお
いても「移民の国」になることへの覚悟を求める
ものであり、多文化社会に対応した社会統合政策
と教育体制の整備が急がれている。
　このように国の内外で、文化的に異なる人々と
の相互の交流や依存が急速に深まる今日、直面し
ている重要な教育課題の一つが、「異文化間能力
（intercultural competence）」の育成である。私
たち一人ひとりに、多文化社会で差異と共に効果
的に生きることのできる資質能力が求められる時
代が到来したといえる。
　そこで、本稿では、日本という多文化社会にお
いて求められる異文化間能力とは何か、その育成
のための多文化教育の実践はどうデザインすれば
よいのかについて考察することを目的としてい
る。
1　異文化間能力を考える
（1）アメリカの多文化教育からの示唆
　異文化間能力を検討する際に、本稿では、アメ
リカ合衆国（以下、アメリカと略す）の多文化教
育（multicultural education）の理論や実践の近
年の動きを手がかりに考えたい。
　多文化教育とは、マイノリティの視点にたち、
社会的公正の立場から多文化社会における多様な
人種・民族あるいは文化集団の共存・共生をめざ
す教育理念であり、その実現に向けた教育実践で
あり教育改革運動でもある（松尾、2013）。1950
～ 60年代の公民権運動を背景に生まれた多文化
教育は、文化の独自性を捨て主流文化へ溶け込む
ことを強制する同化主義に対抗して、文化の多様
性を価値ある資源として尊重する文化多元主義あ
るいは多文化主義に理論的基礎を置き、さまざま
な文化を理解し尊重することを通した「多様性の
統一」を追究してきたといえる。
　歴史的な展開をみてみると、多文化教育は黒人
運動を背景に誕生したため、人種主義による不平
等な社会構造を変革する教育改革運動として始
まった（松尾、2007）。しかし、こうした社会変
革への指向は、1970年代に多文化教育が大きく
発展して制度化が進むなかで、主流集団の言説に
囲い込まれ、食べ物（food）、民族衣装（fashion）、
祭り（festival）など 3F と呼ばれるような異なる
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文化を表面的に理解する脱政治化されたアプロー
チへと変質していった。
　それが、1990年代になると振り子はまた逆に
振れることになる。構造主義・ポスト構造主義の
影響を受けて、多文化教育では、文化を本質主義
的に捉えるようなアプローチは批判されるように
なり、人種主義（racism）や不平等な社会構造
を正面から問う「白人性（Whiteness）」の概念
が注目されるという新しい動きが見られるように
なった（Ladson-Billings, 2009）。多文化共生の
実現をめざして、マジョリティとしての「白人で
あること」の社会的意味を追究していくことで、
暗黙の了解となっている社会的な力関係や不平等
な文化実践を見える化していくことが推進される
ようになったのである。多文化教育は、理論的に
精緻化されることで、社会変革を求める原点へと
回帰することになったといえる。
（2）日本人性という問い
　アメリカにおける多文化教育の展開に見られる
ように、多文化の共生をめざすには、社会の力関
係を焦点にマジョリティについて問うことが重要
であるだろう。本稿では、日本社会においてマジョ
リティを形成する日本人に焦点をあて、「日本人
性（Japaneseness）」という概念を設定すること
にする。
　日本人性とは、アメリカの白人性（Whiteness）
研究（Frankenberg, 1993）に着想を得た概念で、
日本人／非日本人（外国人）の差異のポリティッ
クスによって形成され、目に見えない文化実践、
自分・他者・社会を見る見方、構造的な特権から
構成されるものである（松尾、2005）。日本人性は、
例えば、以下のような特徴をもつ。
　日本人性（日本人であること）は、第一に、不
可視な文化実践をもつことを意味する。日本社会
では、日本人の制度、慣習、好みに従って生活が
営まれているが、こうした文化的な慣行や標準は
あたり前のことなので日々の生活で意識されるこ
とはほとんどない。
　第二に、日本人であることは、暗黙の了解となっ
ている自分・他者・社会についての特定の見方・
考え方をもつことを意味する。日本社会の中で何
がノーマルで、何に価値があるのかは、疑われる
ことはなく当然のこととして、マジョリティ（日
本人）の判断基準をもとに決定される。
　第三に、日本人であることは、社会的な特権を
もつことを意味する。マジョリティとしての日本
人は、前述のように目に見えない文化的な規範や
基準をもっているため、自らのルールが暗黙のう
ちに優先される形で機能するという構造的な特権
をもっている。
　このような日本人性という概念を導入すること
は、人種主義においてこれまで隠されてきた中心
を問い、制度的な差別や偏見をすべての人々に関
わる問題として扱うことを可能にする。さらに、
日本人性の社会的な意味を明らかにし、私たち自
身の意識を変えていくことによって、人種的に平
等で公正な社会へと変革していくという道が拓か
れるのである。
　したがって、多文化共生を可能にするには、空
気のように日頃気づいていないマジョリティの自
文化中心主義を問うというところに核心がある。
日本人性によって構築される日本社会の力関係の
ポリティックスや不平等な慣行を明らかにしてい
くことがまず重要になってくる。さらに、そうし
た日本社会の現実についての知見をもとに、多文
化共生社会を構築していく手立てや指針を構想し
ていくことが求められるのである。
（3）日本人性と異文化間能力
　以上のような日本人性への問いや課題を念頭に
置き、異文化間能力とは何かについて検討したい。
さて、異文化間能力とは、一般には、異なる文化
と文化とが接触する状況において、効果的に機能
することのできる能力をいう。
　先行研究を概観してみると、異文化間能力に
関しては、国際的には大きな研究の発展がみら
れる（Spitzberg & Changnon, 2009: 7-9）。異
文化間能力に関連する研究は、1960年代以降
に散見されるようになり、1970～ 1980年代に
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は、intercultural competence、 intercultural 
eﬀectiveness、 intercultural adaptation などの用
語の使用が始まった。1990年代以降には、そう
した能力の測定が試みられるようになり、とくに
近年では、グローバル化の進展に伴い研究の数も
著しく増加しており、異文化間能力の用語を書名
にもつハンドブック（Deardorﬀ, 2009）や事典
（Bennett, 2015）も編纂されている。同ハンドブッ
クでは、1章で 22の異文化間能力を概念化するモ
デルが、27章で 44の異文化間能力のアセスメン
トツールの概要が紹介されている。一方、日本の
状況をみてみると、異文化間能力に関する研究は
あまり進んでいない（松尾・森茂、2016）。
　異文化間能力の研究には、①定義、②育成、
③アセスメントなどの領域があり（Deardorﬀ, 
2015a）世界的には大きく進展しているものの、
異文化間能力の概念については、研究者の間で
まだコンセンサスは得られていない（Fantini, 
2009: 457）。異文化間能力に関する研究では、理
論やモデルにおいて、動機、知識、スキル、文脈、
成果などを大きく捉えているという共通点もみら
れるが、具体的な下位の概念的要素になるとき
わめて大きな多様性があるという（Spitzberg & 
Changnon, 2009: 35）。
　このような異文化間能力の研究を踏まえつつ、
本稿では、日本社会において多文化共生を進める
ために、日本人性の概念に着目しつつ、異文化間
能力の中身やその育成をめざす多文化教育につい
て考察したい。では、日本人性を踏まえて、異文
化間能力をどのように概念化していけばよいの
か、次に検討していくことにする。
2　異文化間能力を構成するもの
（1）異文化間能力の定義
　本稿では、異文化間能力を、日本人性の議論を
踏まえて、「自らの日本人性について意識化し内
省的にその社会的意味を検討するとともに、異な
る人々を尊重し効果的にコミュニケーションをと
り多文化共生の実現に向けて協働する力」と定義
することにしたい。
　異文化間能力は、異なる文化と文化の間で効果
的に機能することのできる能力である。しかしな
がら、その能力が多文化共生の実現に向けて発揮
されるためには、前述のように、日本人性と対峙
することが重要である。すなわち、日本社会にお
いて、「日本人であること」に由来する文化的な
標準や特権は、空気の存在を意識しないように、
マジョリティ（日本人）側には当然のこととして
認識されない。そのため、マイノリティ（外国人）
の主張は、日本社会の基準に合わないものとして
排除されてしまう傾向にある。多文化の共生をめ
ざすには、このような日本人性に伴う日本人と外
国人の間の非対称な社会関係や不平等な社会構造
を変えていく必要があるといえる。
　したがって、異文化間能力についても、日本人
性を踏まえたものとして概念化することが重要に
なってくるといえるだろう。
　まず、異文化間能力として、「日本人であること」
について意識化し、多文化の視点から内省的に振
り返ることで、積極的にその社会的な意味を問う
力を求めたい。日本人性のもたらすマジョリティ
とマイノリティの間のポリティックスや文化実践
を批判的に検討して、暗黙の了解とされている力
関係や文化実践を見える化していく能力が必要で
ある。
　さらに、異文化間能力には、文化的に異なる
人々と対話しながら協力して、日本社会を多文化
共生に向けて再構築していく力を求めたい。その
際、マイノリティに変わることを強いるだけでは
なく、マジョリティとしての日本人自身が変わっ
ていくことが要請される。日本人・非日本人（外
国人）の関係を組み換え、異なる人々を尊重しな
がら協働して多文化共生を創っていく力の育成が
期待されているのである。
（2）異文化間能力の構成要素
　次に、日本人性を踏まえた異文化間能力の構成
要素について考えてみたい。先行研究においては、
異文化間能力というものは、情意面を含んだ広い
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概念として捉え、その構成要素については、知識、
スキル、態度といった枠組みで整理されることが
多い（Deardorﬀ, 2015b: 217-20）。そこで、本稿
においても、日本人性に基づく異文化間能力の構
成要素について、知識、スキル、態度の項目に従
い、表 1のように整理することにする。
　第一に、異文化間能力で必要な知識として、自
文化、他文化、社会を設定したい。自分を知り、
他者を知り、社会を知るためには、言語を含んだ
自文化や他文化を理解するとともに、人間関係や
社会の制度・構造を含んだ社会についての知識を
もつことが求められるだろう。
　第二に、異文化間能力で必要なスキルとして、
批判的思考、コミュニケーション、傾聴を挙げた
い。異なる文化と文化の狭間で機能するには、事
象について批判的に思考するスキル、効果的なコ
ミュニケーションのスキル、自分とは異なる立場
や経験をもつ人々の話に傾聴するスキルなどが重
要になってくるだろう。
　第三に、異文化間能力で必要な態度には、思慮
深さ、寛容・共感、主体的参画を挙げることにす
る。異なる文化や人に対する判断留保や内省を含
めた思慮深くある態度、人権感覚に裏打ちされた
異なる人々やその経験、文化に対して寛容であり
共感する態度、多文化共生社会の形成に協働して
主体的に参画していこうとする態度などが不可欠
であるだろう。
　ここでは、異文化間能力の構成要素を挙げてい
るが、実際にはこれらの知識、スキル、態度は分
かちがたい総体として存在しているものである。
その構成要素は、異文化間能力を捉える際の視点
を表現するものといえる。グローバル化が急速に
進行するなかで、このような知識・スキル・態度
を兼ね備えた人間の形成が期待されているのであ
る。
（3）異文化間能力の活用
　では、異文化間能力という概念をその育成に向
けていかに活用していけばよいのだろうか（松尾・
森茂・工藤、2018）。
　まず、異文化間能力の定義や構成要素は、教育
プログラムや授業を設定する際の目標として活用
することができる。設定した異文化間能力は、育
成すべき人間像として、さまざまなレベルの教育
活動でめざすべき目標に具体化するための枠組み
となる。
　また、異文化間能力の枠組みは、そうした能力
を育成したり開発したりする学習活動をデザイン
する際に活用することができる。その枠組みは、
どのようなカリキュラムにするのか、いずれの教
育方法を選択するのかなど、異文化間能力の育成
にあたって具体的な学習活動をデザインする指針
を提供してくれる。
　さらに、異文化間能力の概念は、評価規準とし
て、そうした能力のアセスメントを実施する際に
活用することができる。教育プログラムや授業を
実施すると、そうした教育実践がその育成に向け
て効果があったのかどうかを評価することが必要
になる。異文化間能力を捉える枠組みは、そうし
た能力が育まれたかどうかを評価する規準として
活用することができる。
　では次に、日本人性に基づく異文化間能力を育
成する基本的なアプローチを検討してみたい。こ
こでは、図 1に示すように、「同心円的なパース
ペクティブ」の意識化とその克服、「多文化なパー
スペクティブ」及び「グローバルなパースペクティ
ブ」の涵養について考えたい（松尾、2011）。
3　異文化間能力の育成に向けて
（1）同心円的なパースペクティブ
　私たちは、自分の生まれ育った社会の中で、も
表 1　異文化間能力の構成要素
構成要素
知識 自文化 他文化 社会
スキル 批判的思考 コミュニケーション 傾聴
態度 思慮深さ 寛容・共感 主体的参画
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のの見方や考え方を身に着けていく。そのため、
何が大切なのか、何が正しいのか、何が重要なの
かなど、私たちの価値認識は、生まれ育った文化
に深く規定されている。こうした自文化を中心に
捉える見方を「同心円的なパースペクティブ」と
呼ぶことにする。
　同心円的なパースペクティブは、前述した日本
人性の根底にあるといえる。私たちは、自分自身、
他者、身の回りの世界について、慣れ親しんだ自
文化の視点から通常捉えている。このことは、き
わめて自然なことである。しかしながら、こうし
た日本人としての自文化中心主義的なものの見方
や考え方は、同質的な社会では問題ないが、さま
ざまな文化をもつ人々の住む多文化社会において
は、誤解、衝突、軋轢の要因となってしまう。
　そのため日本人性のもたらす同心円的なパース
ペクティブの意識化とその相対化が課題となって
くる。多文化共生をめざすには、自分自身の他者
理解を方向づけている人種的レンズを意識化し
て、自文化中心主義的な見方を克服していくこと
が求められるのである。
（2）多文化なパースペクティブ
　同心円的なパースペクティブを相対化していく
ために、多文化なパースペクティブを培っていく
ことが考えられる。
　多文化なパースペクティブとは、自分とは異な
る文化の視点から事象を捉える見方をいう。別の
言い方をすれば、複数の文化集団を横断的に貫い
た視点から捉えるクロスカルチュラルな見方とい
うことができる。
　日本人にとって常識や真理と思われる物事で
も、異なる文化の視点を学んでみると、まったく
別の捉え方があることに気づくことができる。多
文化なパースペクティブを学ぶことは、自らのも
のの見方、感じ方、考え方にとらわれている自
分自身に気づく契機となり、「日本人であること」
についての相対化を図っていくことにつながるも
のでもある。このように、多文化なパースペクティ
ブを培うことで、自分とは異なる他者や文化を理
解すると同時に、自分自身や自己の文化を脱中心
化していくことが重要になってくるのである。
（3）グローバルなパースペクティブ
　同心円的なパースペクティブを相対化していく
には、多文化なパースペクティブを培うとともに、
グローバルなパースペクティブを育むことが求め
られる。
　グローバルなパースペクティブはさまざまな文
化集団の総体を鳥瞰した視点から捉えようという
見方や考え方である。
　私たちは複数の文化集団に属していて、それぞ
れがきわめてユニークな存在である。他方で、そ
れぞれに異なる私たちは、同時に同じ人間であり、
等しく人権をもっている。また、地球村という運
命共同体で、環境、安全保障など地球規模の困難
な課題を共有している。さらにいえば、私たちは
さまざまな関係が複雑に交差し合うグローバルな
ウェブの世界に生きている。自分の行っている行
為と地球の反対側で起こっている事象は、一見関
係がないようにみえても、さまざまなレベルで関
係し合いながらつながっていることも多い。
　自文化中心的な見方に気づき、異なる人々が協
働して直面する諸課題を解決していくためにも、
鳥の目をもち、相互に関係し合っている地球全体
を見通したグローバルな視点を育むことが求めら
れているのである。
　以上のように、異文化間能力を育成していくた
めには、同心円的なパースペクティブの意識化と
図 1	 同心円的・多文化・グローバルなパースペ
クティブ
多文化教育と日本人性 
生涯学習とキャリアデザイン - 5 - 
は、誤解、衝突、軋轢の要因となってしまう。 
そのため日本人性のもたらす同心円的なパー
スペクティブの意識化とその相対化が課題となっ
てくる。多文化共生をめざすには、自分自身の他
者理解を方向づけている人種的レンズを意識化し
て、自文化中心主義的な見方を克服していくこと
が求められるのである。 
 
（2）多文化なパースペクティブ 
 同心円的なパースペクティブを相対化していく
ために、多文化なパースペクティブを培っていく
ことが考えられる。 
多文化なパースペクティブとは、自分とは異な
る文化の視点から事象を捉える見方をいう。別の
言い方をすれば、複数の文化集団を横断的に貫い
た視点から捉えるクロスカルチュラルな見方とい
うことができる。 
日本人にとって常識や真理と思われる物事で
も、異なる文化の視点を学んでみると、まったく
別の捉え方があることに気づくことができる。多
文化なパースペクティブを学ぶことは、自らのも
のの見方、感じ方、考え方にとらわれている自分
自身に気づく契機となり、「日本人であること」に
ついての相対化を図っていくことにつながるもの
でもある。このように、多文化なパースペクティ
ブを培うことで、自分とは異なる他者や文化を理
解すると同時に 自分自身や自己の文化を脱中心
化していくことが重要になってくるのである。 
 
（3）グローバルなパースペクティブ 
 同心円的なパースペクティブを相対化していく
には、多文化なパースペクティブを培うとともに、
グローバルなパースペクティブを育むことが求め
られる。 
 グローバルなパースペクティブはさまざまな文
化集団の総体を鳥瞰した視点から捉えようという
見方や考え方である。 
 私たちは複数の文化集団に属していて、それぞ
れがきわめてユニークな存在である。他方で、そ
れぞれに異なる私たちは、同時に同じ人間であり、
等しく人権をもっている。また、地球村という運
命共同体で、環境、安全保障など地球規模の困難
な課題を共有している。さらにいえば、私たちは
さまざまな関係が複雑に交差し合うグローバルな
ウェブの世界に生きている。自分の行っている行
為と地球の反対側で起こっている事象は、一見関
係がないようにみえても、さまざまなレベルで関
係し合いながらつながっていることも多い。 
 自文化中心的な見方に気づき、異なる人々が協
働して直面する諸課題を解決していくためにも、
鳥の目をもち、相互に関係し合っている地球全体
を見通したグローバルな視点を育むことが求めら
れているのである。 
 以上のように、異文化間能力を育成していくた
めには、同心円的なパースペクティブの意識化と
克服、多文化なパースペクティブ及びグローバル
なパースペクティブの育成を進めていくことが中
心的な課題になってくるものと思われる。 
 では、異文化間能力の概念やその育成に向けた
アプローチをもとに、いかに教育実践をつくって
いけばよいのか、大学におけるコースや授業を想
定しながら次に検討してみたい。 
 
 
図1 同心円的・多文化・グローバルなパースペクティブ 
 
4 異文化間能力を育てる教育実践 
 
（1）教育目標 
 では、異文化間能力を育てる教育実践の目標は
どのように考えられるだろうか。 
 空間軸と時間軸の交差する多文化社会に私たち
は生きている。日本や日本人を空間と時間の軸か
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なパースペクティブの育成を進めていくことが中
心的な課題になってくるものと思われる。
　では、異文化間能力の概念やその育成に向けた
アプローチをもとに、いかに教育実践をつくって
いけばよいのか、大学におけるコースや授業を想
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4　異文化間能力を育てる教育実践
（1）教育目標
　では、異文化間能力を育てる教育実践の目標は
どのように考えられるだろうか。
　空間軸と時間軸の交差する多文化社会に私たち
は生きている。日本や日本人を空間と時間の軸か
ら、多文化なものとして捉え直して、自文化、他
文化、社会について理解する必要があるだろう。
　また、私たちは、多文化共生をめぐりさまざま
な課題に直面している。問題解決の視点から異な
る他者と対話して、多文化共生に向けて行動して
いくことが求められる。
　こうした認識に立って、教育の実践にあたって
は、多文化の視点に立って、時間を越えた人々、
空間を異にする人々を理解したり、現代社会の課
題について多様な人々と共に解決したりする力量
がきわめて重要になってきている。以上の議論を
踏まえ、教育目標を以下のように設定することに
したい。
（2）教育内容
　次に、異文化間能力を育てる教育実践の内容は
どのように考えられるだろうか。
　異文化間能力を有する多文化社会の市民を育成
するために、ここでは、以下のような内容とキー
概念を設定したい。
　自己を中心とする同心円的なパースペク
ティブに気づくとともに、多文化・グローバ
ルなパースペクティブを働かせて、多文化共
生をめぐる現代の諸課題を空間や時間の軸を
踏まえて追究することを通して、自己、他者、
社会についての理解を深めるとともに、グロー
バル化する日本や地球という多文化社会に主
体的に生きる市民としての資質・能力を育成
することをめざす。
①政治・経済・社会・文化をめぐる概念や理
①国内外の自分とは異なる文化をもつ人々の
経験や歴史、文化に関心を持ち、それらを理
解し尊重しようとする。（概念：自己、他者、
文化、多文化、社会、アイデンティティ）
②文化が異なるために起るコミュニケーショ
ン上の問題を理解するとともに、文化的に異
なる人々と積極的に交流してコミュニケー
ションをとろうとする。（概念：異文化間コ
ミュニケーション、傾聴）
③自文化を他文化と比較して学ぶことを通し
て、日本人性のもたらす自文化中心主義的な
見方に気づく。（概念：日本人性、自文化中
心主義）
④マジョリティとマイノリティから構成され
る多文化社会の構造や現実についての理解を
深め、偏見や差別を自分自身の問題として考
論を手がかりに、自文化、他文化、社会につ
いての理解を深めるとともに、多文化共生を
めぐる現代の諸課題を空間や時間の軸を踏ま
えて理解する。
②現代の諸課題を追究する過程で、事象につ
いて批判的に思考したり、異なる文化の間で
効果的にコミュニケーションをとったり、ま
た、自分とは異なる立場や経験をもつ人々の
話に傾聴したりする。
③異なる文化や人に対する判断留保や内省を
含めた思慮深さ、人権感覚に裏打ちされた異
なる人やその経験、文化に対する寛容や共感、
多文化共生社会の形成に協働して主体的に参
画していこうとする態度を涵養する。
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　では、異文化間能力を育てる教育実践は、具体
的な学習活動レベルでは、どのように考えられる
だろうか、次に検討したい。
（3）教育実践の事例
　異文化間能力の教育実践にあたっては、その構
成要素を取り出して個別に育むアプローチではな
く、できるだけリアルな文脈の中で具体的な事例
をもとに全体性を重視した深い学びをデザインし
ていくことが有効であると思われる。こうした認
識に立ち、異文化間能力を育くむ教育実践のタイ
プとして、a）講義・演習型、b）プロジェクト型、c）
海外体験学習型の学習活動を考えたい。なお、こ
れらの事例は、実際に授業したりプログラムに参
加したりした学習活動をもとに記述している（1）。
　a）講義・演習型
　講義・演習型は、大学において異文化間能力を
育成しようという通常のコースや授業である。例
えば、以下のような事例が考えられる。
①多文化マップづくり：多文化をキーワードに、
大学構内をグループで散策して、多文化に関わる
ものを探す。それらを写真にとったりメモしたり
して多文化マップにまとめ、グループごとに発表
を行い話し合う。このような多文化マップを作成
する学習活動を通して、大学も多文化にあふれて
いることに気づく。（目標①、概念：多文化、自己、
他者）
②新聞にみる多文化：多文化をキーワードに、新
聞で多文化に関連した記事を探し、2週間にわた
り新聞の切り抜きを行う。グループで収集した記
事を KJ 法で分類してまとめ、その結果を発表し
て話し合う。こうした新聞記事に関する学習活動
を通して、日本や世界では、文化的多様性につ
いての課題がさまざまな形で日々話題になってい
ることに気づく。（目標①、概念：多文化、社会、
文化、アイデンティティ）
③多文化共生のパースペクティブ：オーストラリ
ア、欧米、日本の世界地図をもとに、自文化中心
主義な見方について話し合う。また、「世界が 1
つの村だったら」の話をもとに、地球という視点
から捉える見方について話し合う。これらの学習
活動を通して、同心円的・多文化・グローバルな
パースペクティブについて理解する。（目標③⑤、
念：自文化中心主義、グローバル化、経済格差）
④意味の体系としての文化：小学校 6年社会科単
元「世界の中の日本」の教科書掲載の写真をもと
に、西洋の他者、非西洋の他者、日本人と他者を
写した画像の描写のされ方について、その規則性
をグループで分析して発表し話し合う。このよう
な教科書を分析する学習活動を通して、私たちは
先進国：自己／途上国：他者といった世界をみる
枠組みをすでに身につけていることに気づくとと
もに、意味の体系としての文化について考える。
（目標③④、概念：自文化中心主義、マジョリティ
とマイノリティ）
⑤偏見と差別について考える：アメリカ、アイオ
ワ州ライスビルでのエリオット先生による実験授
業『青い目・茶色い目』を視聴する。青い目か茶
色い目かをもとに学級で異なる扱いを受けること
で、偏見は容易に形成され、差別的な行為が生ま
れてしまうという事実について話し合う。こうし
た映像をもとに話し合う学習活動を通して、偏見
や差別は所与のものではなく社会的につくられる
えようとする。（概念：マジョリティとマイ
ノリティ、偏見、差別、権力、人種主義）
⑤グローバル化が進む中で、もの、情報、人
のボーダレスな相互関係や相互依存が深まっ
ているグローバル社会について理解しようと
する。（概念：グローバル化、ボーダレス化、
移民、難民、経済格差）
⑥持続可能な社会をめざして、環境、人権、
平和など地球的な諸課題について理解し、問
題解決に取り組もうとする。（概念：持続可
能な社会、環境、人権、平和、国連）
⑦多文化共生社会を築く市民をめざして、現
代社会の課題について話し合い、主体的に行
動しようとする。（概念：多文化共生、多文
化主義、社会統合、市民、社会参画）
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ことを理解する。（目標④、概念：マジョリティ
とマイノリティ、偏見、差別、人種主義）
⑥ジェンダーとメディア：モデルが全面に出た口
紅の化粧品の広告を分析して、商品の意味がつく
られることを考える。また、白雪姫の絵本のイラ
ストやお話にみられる女性らしさについて分析す
る。これらのジェンダーとメディアを検討する学
習活動を通して、メディアによって、女性らし
さなどの意味がつくられ、不平等な男女関係の言
説が再生産されていることを理解する。（目標④、
概念：マジョリティとマイノリティ、偏見、差別）
⑦外国人と日本人：在日外国人の現状について学
び、「がいじん」という言葉のもつ意味について
考える。また、留学生と交流して、日本での生活
や経験についてインタビューを行い、外国人とし
て日本で生きることについて話し合う。このよう
な在日外国人の状況を検討する学習活動を通し
て、外国人と日本人の力関係について理解する。
（目標③④、概念：自文化中心主義、マジョリティ
とマイノリティ、偏見、差別）
⑧マジョリティとマイノリティ：マジョリティ・
マイノリティゲームを行い、それぞれが感じたこ
とについて話し合う。また、LGBT の動画を視
聴し、かれらの置かれている状況や生きづらさに
ついて話し合う。こうしたマジョリティとマイノ
リティについて考える学習活動を通して、社会で
マイノリティであることの厳しさに気づく。（目
標④、概念：マジョリティとマイノリティ、偏見、
差別）
⑨一枚のチョコレートから：日頃口にしている
チョコレートを取り上げ、生産者の生活、経済格
差、恩恵を受ける私たちについて資料をもとに調
べ話し合う。チョコレートを手がかりに国際的な
社会関係を考える学習活動を通して、途上国と先
進国の経済格差や相互関係に気づき、自分の問
題として南北問題について理解する。（目標⑤⑥、
概念：グローバル化、経済格差、人権）
⑩ SDGs について学ぼう：JR 市ヶ谷駅近くにあ
る JICA 地球ひろばを訪問して、国際協力に関
する展示をみるとともに、SDGs に関するワーク
ショップを体験する。このような地球広場での学
習活動を通して、途上国の置かれた状況を知り国
際協力の重要性を理解するとともに、持続可能な
社会づくりのために自分にできることを考える。
（目標⑥、概念：持続可能な社会、環境、人権）
⑪ディベートをしよう：論題「多文化共生を促す
には、人間の差異に関わらず同様の対応をすべき
である」をもとに、肯定派と否定派に分かれディ
ベートを行う。人間に共通するもの、違いがある
ものについてどのようにアプローチしていけばよ
いのかを対立する視点から議論する。こうした
ディベートという学習活動を通して、多文化共生
のあり方について理解を深める。（目標⑦、概念：
多文化共生、多文化主義、社会統合、市民）
⑫日本社会と日本人であること：「白人の特権」（松
尾、2011:189-190）を読み、マジョリティには目
に見えない文化の規準や標準をもつことを学ぶ。
次に、日本の学校を同様な視点から分析すること
から、日本人のもつ社会的な特権について考え話
し合う。このようなマジョリティとしての日本人
について考える学習活動を通して、日本人である
こと（日本人性）の社会的意味について理解し、
多文化共生のあるべき姿を考えようとする関心を
高める。（目標③⑦、概念：日本人性、多文化共生、
多文化主義、社会統合、市民、社会参画）
　b）プロジェクト型
　プロジェクト型は、学生の主体的なプロジェク
トに基づいて異文化間能力を育成しようという教
育実践である。例えば、以下のようなプロジェク
トが考えられる。
①ヒューマンライブラリーを開こう：ヒューマン
ライブラリー（HL）とは、文字通り、人間の図
書館のことをいう。HL は、ある話題をもつ人を
お招きして「本」になってもらい、その話題に興
味をもつ「読者」につなぐことで、新たな出会い
の場を提供するイベントといえる。HL は、大き
くは、「司書」「本」「読者」から構成されている。
主催者である「司書」は、来ていただいた「生き
た本」と来場してくれた「読者」の間で対話がで
きるように環境をデザインする。HL は、多文化
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共生をめざし、対話を通して相互理解を深める学
びの場といえる。本プロジェクトでは、HL の企
画運営をすることを通して、マイノリティと出会
い、かれらの生き方を学んでいく。こうした HL
を企画し運営する学習活動を通して、マイノリ
ティの声に傾聴するとともに、生きづらさや差別
の経験に触れることで、人間の多様性についての
理解を深め、よりよい共生社会をつくっていく意
欲を育む。（目標②④、概念：傾聴、マジョリティ
とマイノリティ、差別、偏見）
②テーマ研究をしよう：学生が設定した多文化社
会をめぐるテーマ（外国人児童生徒、日本語学校、
外国人集住地区の団地、多文化共生政策、IB プ
ログラムなど）に焦点をあて、現場での観察やイ
ンタビューを含む調査研究を実施する。4人程度
のチームを編成し協力し合いながら、現状や課題
を捉え、問いを立てて調査研究を進め、多文化共
生を推進する方策について考察する。その研究成
果については、研究発表会を開いて、パワーポイ
ントを使い発表する。このようなテーマ研究によ
る学習活動を通して、自分の興味関心に従って、
多文化共生について主体的に関わっていく態度
を育てる。（目標②⑦、概念：傾聴、多文化共生、
多文化主義、社会統合、市民）
　c）海外体験学習型
　海外体験学習型は、海外における体験学習を通
して異文化間能力を育成しようという教育実践で
ある。例えば、次のようなプログラムが考えられ
る。
①ハワイの日系人について学ぼう：ハワイ島にお
いて、ハワイ・ジャパニーズ・センター、アラエ
日系人墓地、プランテーション博物館、後藤闊記
念碑、コモ商店、UCC コーヒ農園等々を訪問す
るとともに、日系人へのインタビューを行い、移
住した日系人らの経験や生活について学ぶ。この
ように、文献や写真等による二次的資料による理
解ではなく、実際に現地を訪問することで、ハワ
イ島の日系人の歴史や生活を直に肌で感じる。ま
た、日系人という具体的な事例から、移民の経験
や課題を過去の出来事としてではなく、今とのつ
ながりにおいて理解する。こうした日系人を知る
海外体験の学習活動を通して、移民としての体験
や人種主義について理解するとともに、困難の状
況の中でも主体的に社会に参画していく態度を学
ぶ。（目標①③④、概念：文化、アイデンティティ、
自文化中心主義、マジョリティとマイノリティ、
人種主義）
おわりに
　
　グローバル化が進行し、移民社会の到来が現実
となろうとしているが、果たして日本人の間で異
文化間能力の育成は進んでいるのだろうか。グ
ローバル人材をめぐっては、大学生の留学体験、
小学校の英語教育など、世界で活躍できるグロー
バル人材の育成についてはさかんに議論されてい
る。しかし、そこでは国際的な人材育成に関心が
あり、国内の多文化共生を促す市民の教育の視点
を欠いている。
　多文化社会は、文化的に多様でさまざまな価値
観や考えをもつ人々によって構成されている。多
様性は社会をダイナミックで豊かにする一方で、
文化的な差異はしばしば誤解や衝突、軋轢を生ん
でしまう原因ともなる。そのため、社会の多様性
を生かしていくためには、その構成員が、差異を
尊重しながら多文化共生社会を築いていく市民と
なることが求められるのである。
　しかしながら、多文化共生を担う市民を育成す
ることは、それほど簡単なことではない。アメリ
カの多文化教育の事例が示唆するように、そのた
めには、マジョリティとしての日本人自身の意識
改革が求められるのである。多文化共生を促すに
は、マイノリティに変わることを要求するだけで
なく、マジョリティとしての自分自身が変わるこ
とが要請されているといえる。
　こうした課題に応えるために、本稿では、日本
人性の概念に焦点を置きながら、異文化間能力を
育成する教育のあり方について検討してきた。異
文化間能力を「自らの日本人性について意識化し
内省的にその社会的意味を検討するとともに、異
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なる人々を尊重し効果的にコミュニケーションを
とり多文化共生の実現に向けて協働する力」と定
義し、その構成要素として、知識（自文化、他文化、
社会）、スキル（批判的思考力、コミュニメーショ
ン、傾聴）、態度（思慮深さ、寛容・共感、主体
的参画）を提案した。
　さらに、異文化間能力の育成をめざして、同心
円的なパースペクティブの意識化と克服、多文化
及びグローバルなパースペクティブの育成といっ
たアプローチを示すとともに、異文化間能力を育
くむ教育実践の目標と内容を設定し、具体的な実
践事例（①講義・演習型、②プロジェクト型、③
海外体験学習型）を紹介した。
　このような異文化間能力の育成を試みる多文化
教育の実践は、出入国管理法の改正に伴い移民時
代の到来が現実のものとなった現在、きわめて重
要な課題になったといえるだろう。日本社会の多
文化化が急速に進むことが予想されるなかで、差
異に関わらずだれもが自分らしく生きられる社会
を築いていくためにも、日本人であることの社会
的意味を問い直し、多文化共生を協創していく異
文化間能力の育成が必要とされているのである。
これから大きく変貌を遂げようとしている日本社
会の今日的な状況や課題を考えると、多文化社会
の市民に必要な異文化間能力の育成をめざして、
多文化教育の研究や実践が今後大きく進展してい
くことが期待されているといえる。なお、本稿で
は、異文化間能力を育む多文化教育のあり方につ
いての基本的な考え方を示したが、こうした教育
実践の詳細やその効果の検討については、今後の
課題としたい。
	 	 注
（1） 講義・演習型とプロジェクト型については実際
に授業等で実施したものに基づいている。なお、
講義・演習型の③④⑥⑦⑧⑨⑫についてはテキ
スト（松尾、2011）を使用した。また、海外体
験学習型①については、中央大学のグローバル
スタディー（森茂・津山、2016）に参加したも
のをもとに記述している。
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